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16-7-18 :アパレル事業の新業態に関するフィージビリティについて

AB STRACT
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研究目的
当初､研究目的を｢典型的感性商品であるファッション衣料の､企画･生産･流通に関する一連の過程をレビ

ューし､現存するslackを活用し､事業化可能な新業態を提案することを目的とする｣と設定し､ ｢1 :アウター

の生産方式および原価計算(調査) 2 :原材料と生産ロットの整合性(調査) 3 :各プレーヤーの予想される競

争(推論) 4 :新業態のシミュレーション(計算)｣であったが､ 4の前提となる既存業態すなわちセレクトシ

ョップ･ SPA (Specialty Store Retailer of Private Label Apparel)における店舗(ないし売場)のシミュレ

ーションを試みることとした｡

一年間の研究内容と成果

設定した研究項目ごとに内容を略述する｡

1 :典型的感性商品であるファッション衣料の現状の生産流通過程には､かなりのslackを含んでいると推定

され､新業態を生み出す原資となる可能性が高い｡

このslackは流通チャネルの短縮(アパレル業態からSPA･セレクトショップ業態-の移行)として観察される｡

SPA ･セレクトショップの差異は小売店が製造機能を持つか持たないかの差異でもある｡ SPAは製造兼小売とい

う業態である｡小売部門のmerchandlsingと､製造部門のplannlngが合体すれば､卸売りにリスク分担を依存

する意味はなくなり､缶機能をチャネルから削除するという実質的なrestructuringが可能になる｡おそらくは

その動機を旧態の百貨店商慣習に対するアンチテーゼに求めることは困難ではないであろう｡
一方､旧態の百貨店商慣習-の適応という点で､アパレル･小売ともリスク回避となると､小売において｢売

り足し方式｣が常態化し､それに追従するできるアパレルが生き残れる｡となると､製造缶機能をもつアパレル

業態には､むしろ製造機能が重視され､ ｢短納期に向けた企画と生産管理｣の可能性が問われる｡ここにいたる

と､新たな業態をアプリオリに模索する前提が見えてくる｡
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2 :新業態はセレクトショップないしSPAの延長に想定されるが､これらとの差異は､生産方式の変更に及ぶ

ことにある｡

前掲の考察から､当然､アパレルと百貨店の力関係が話題になる｡アパレル>百貨店なら､アパレルはいまの

百貨店との取引を継続することもできるし､小売に侵食することも可能である｡その場合はSPAに近似する｡両

方のスキームを採用することもあるoアパレル<百貨店なら､百貨店は旧来の商慣習｢消化方式｣ ｢派遣店員｣

を維持することも脱却することもできる｡かりに脱却できれば､セレクトショップに近づく｡ただしそれによる

粗利増加を一般管理費に充てると､結局は､旧業態の限界を超えられない｡
｢売り足し方式｣の実態ないし生産管理はあきらかではない｡そのメリットは在庫リスク回避にあるが､生産

ロットのダウンサイズによる固定費負担にともなう原価の上昇がついてまわる｡このコストアップと在庫リスク

回避を差し引いても十分メリットがあるアイテム(以下｢売り足し方式可能なアイテム｣という)が､アパレル･

ファッション事業の中核となる｡こう判断すべきなのであろうか)

そうなると規模の問題になる｡かりに､販売費一般管理費は規模に対してリニアは変化ではなく､相乗的に増

加すると考えてみる｡これは15年度の考察から許容されよう｡

そこで｢売り足し方式可能なアイテム｣だけをSpln-Offするスキームが考えられる｡当然､そのスキームが

必要とする固定費ないし投資規模が計算されなくてはならない｡その固定費に見合う｢売り足し方式可能なアイ

テム｣のボリュームが必要になる｡いま､ Onwardのbland数は､現状のOnwardの｢売り足し方式｣を可能にす

る固定費を十分に充足できる規模の｢可能なアイテム｣をもっているのだと理解する｡一方､この発想は小規模･

高額品にメリットが発生する｡ EUのファッションブランドの事業スキームの基本はこれで説明がつくであろう

と考えている｡

LVMHはその基本から出発して､ボリュームを追求した｡それゆえにOnwardの4倍の売り上げほどに大規模化

した｡その場合､本来の革製品だけに限定できないのはもちろん､アパレル･ファッション分野だけで｢売り足

し方式可能なアイテム｣を集めても､ほしいボリュームに到達しないoその間､雌止を繰り返すも､まだ不足し

ていた｡ラクジュアリブランド1uxury brandというコンセプトを設定し､その類似異分野である酒類･宝石-･

に進出する｡その数字を総合すると意外に在庫回転(ないし総資産回転に代替)が低いことに注目しておく必要が

ある｡かりに､ LVMHが｢売り足し方式｣を取っていたとしても､ Onwardのそれとは一帖童うかもしれないoこ

れは公開されている財務諸表だけでは､アパレル事業のみの在庫高を特定できないのでなんともいえない｡

むろん､ファミリーの資金だけでは足りない｡不特定多数の資金だが､それでも無形固定資産-の旺盛な投資

を行っていることは､もうひとつのテーマで述べたとおりである｡

3 :また､新業態は必ずしも情報システムに依拠しない可能性が高いと予見される

前掲の考察から､新業態の規模によっては､情報システムに依拠しない可能性が高いと予見される｡規模が大

きければ卓越した情報処理システムが必要である｡その内容は在庫回転数によっても異なるであろう｡

しかし､見込生産(MTS)から何らかの程度のロット峨准持しながらも受注生産(MTO : Make to Order)にシフト

していることは確かである｡そこでどのような情報システムが要求されるかは未知数だが､情報システムなし(あ

るいは情報システムに多額の投資をしなくてもすむ)新業態も成立すると予想される｡また､その規模がどのく

らいかは興味深いところである｡

4 :共同研究者の成果とあいまって､かりにフィージビリティありと判断されれば､ステークホールダーを想

定して事業計画を策定し､事業化を推進する｡

これについては入り口の段階である｡若干のソフトウェアと資料ならびにPCを使って､以下のような実験を

している｡この場合の共同作業者は牧野光太･田中嶺宏･岸田克己の各氏(感性工学科05年3月卒)である｡

牧野･田中両氏はMulti Agent Systemを使ってアパレル･ファッション店舗(売り場)モデルを作り､前者は在

庫管理､後者は競合状況をシミュレーションするシステムを構築した｡ MASは構造計画研究所の提供で､第5回

KK-MASコンペティションの【部門1 】で｢アパレルの在庫管理シミュレーション｣ ｢アパレル小売店の店舗モデルと経営

シミュレーション｣として発表している｡また､岸田は､野々山隆之(横浜市大)の｢ビジネスゲーム演習｣にそって展開

したアパレルビジネスゲームの内容を､モンテカルロ･シミュレーションをもちいて再現しようとした｡

展望
この3氏のモデルを精微するとともに､くみあわせて､アパレル･ファッションビジネスモデルに近づける｡

たとえば､牧野氏のモデルのMI)に階層性を与え､あるMD部長のもとに複数のMDを置く｡そこで､ MD部長とMD

担当者の意見が食い違った場合､ MD部長はMD担当者と意見をあわせるか､反発するかによって､シミュレート

し､その敬合の部門の業績がどうなるかを観察する｡それによって非効率を推察し僻轍する｡それには､あたら

につくるMD部長のAgentに学習機能が必要である｡ NNかGAか何らかの方法を使って付加価値をつける｡こう

した工夫により､ 15年度で展望した福助蹄や1997年に破綻した鈴屋や破綻寸前であったレナウンなどの事業モ

デルを推定する0 -万で､新業態の特徴を明らかにできる可能性をみる.

-182-


